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一九八八年四月の人文学科（のち人文学専修を経て、人間学科哲学メジャー・歴史学メジャー）開設以来、
約三十年の長きにわたり中心的な役割を担われてきた石神豊先生が、本年三月をもってご退職を迎えられます。研究主題に一貫してヒューマニズムの問題を据えられてきた は まさに「人文学」の象徴とも言うべきご存在でした。静かながら芯のある声の響き、穏やかにし 気品に満ちた笑顔が大変に印象的で、先生ほど多くの教員・学生 慕われた方は空前絶後でありましょう。　
石神先生は、一九六九年に名古屋大学文学部哲学科をご卒業後、一九七五年に東北大学大学院文学研究科
を出られ、一九七六年に本 通信教育部に着任されました。以後、文学部社会学科助教授を経て、人文学科助教授、人文学科教授を歴任してこられま 。二〇〇一年から文学部長、二〇〇八年から大学院文学研究科長、二〇一二年から人文学会会長を務められ、本学の研究・教育 両面において多大なご貢献をされました。また 東洋哲学研究所研究員としても長年活躍され、一九九六 同研究所評議員、二〇一四年から
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は同理事を務めて今日に至っておられます。　
その間、アメリカのクレアモント大学に留学をされて東西比較思想の研究を深める一方、長年の研究
成果を『西田幾多郎―自覚の哲学―』 （二〇〇一年）として刊行され、その業績によって、東北大学より二〇〇二年に文学博士号を授与されました。　
先生は、カント、ヘーゲル、ハイデッガーを始めとする近代ドイツ哲学の専門家として出発され この方
面の研究を深めると同時に、西田幾多郎を中
心とする京都学派の哲学の研究に情熱を注いでこられました。
前記のご著書『西田幾多郎』では、 「 」 キーワードに西田哲学の形成プロセスを丹念に跡づけることで、日本における西田研究の発展 大きく寄与されました。また、これら洋の東西にわたる深い学識を背景に、牧口常三郎・戸田城聖から本学創立者に至る「創価思想」に関しても、著作・論文を発表してこられました。その研究の一部は中国語にも翻訳されるなど、世界的にこの分野の研究を切り拓き、基礎を築かれました。　
先生は、本学着任以来、教育面でも絶大なご尽力をされました。学部の専門科目のご担当はもちろんのこ
と、通信教育部では「倫理学」関係のスクーリング授業やレポート添削、また補助教材である月刊誌『学光』の編集にも携わられました。文学 人文学科では、哲学・歴史学 統合しつつ人間を考察する、新たなヒューマニズムの基礎づけとしての「人文学入門」 「人文学概論」など、多数の講義をされました。 『創価大学人文論集』 、同論集別冊『フォーラム人文』等の雑誌も編集されました。文学部長と ては、 七
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年の文学部改組、 「人間学科」としての新体制の構築という大任を果たされました。授業ではミニッツペーパーを毎回実施され 寸暇を惜しんで学生 質問に細やかに返事を書き続けてこられました。その誠実なご人格とご見識によって、多くの学生・院生を育て上げた業績の大きさは、どれほど強調 てもしすぎることはありません。　
私自身も学生時代から何度も先生の研究室を訪ねては、研究上・人生上のさまざまな相談に乗っていただ
いたものでした。アポイントなしに伺ったときでも嫌な顔一つされずに、真摯に温かいご助言をくださいました。同じような思い出と感謝を有する教え子は少なくないはずです。毎年 大学祭の期間にはいつも、先生の研究室を訪ねる卒業生の姿が絶えませんでし 。授業やオフィスアワーで 先生のお話 通して、哲学に目を開かれ、人生に勇気を与えられたという学生の声を、私 いくたび耳にし ことでしょ 。　
先述のように、先生の研究領域は多岐にわたりますが、それが因となっ 、学部・大学院での教え子たち
も学術界・教育界をはじめ日本・世界のさまざまな分野で活躍しています。先生の撒か 種は今後さらに多く芽を吹いて、地上に桜梅桃李 花を咲か 、豊か を結ぶことでしょう。そしてそれこそが、 「価値創造」を掲げて設立された本学の「人間教育」 勝利の証でありましょう　
先生から伺ったお話では、授業・学務等で多忙を極める中で書き綴ってこら た未発表の研究試論が百本
ほどあるとのことです。先生がよく引用される孔子の「学ぶに如 ざるなり」という格言そのものであると胸打たれました。今後 ますますのご健
筆によって後進を導いてくださることを心より念願してやみません。
